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５月から神
職が常駐し
ています。

明治の廃仏毀釈の折、廃寺となったお堂を譲り受け、
爾来修理を重ねながら維持して参りましたが、この度拝殿
床下の根太部分にに大きな痛みがあることが確認されまし
た。そのため床がきしみ、祭儀や神楽（権現舞）への影響
が懸念されます。

ご承知の通り三嶽神社の拝殿は、「花巻城下における寺
院建築の代表的なものであり、当時の建築様式や技巧、さ
らに寺社信仰の様子を知る上で貴重である」として、昭和
３７年に市の有形文化財に指定されており、これは後世に
守り伝えていかなければならない貴重な財産と申せます。

これらのことから拝殿床下根太の修理は「待ったなし」
の状況ですが、毎年氏子各位からご協力いただいておりま
す負担金（前期・後期各1,000円）では、ほぼ年間の祭儀
を含む諸行事関係費用しか賄うことができず、大々的な建
物修理や境内整備費用として充当するための積み立てはで
きておりません。

そのため、役員会及び総代会で審議し、修理費用の一部
は市の補助金（拝殿が市の文化財に指定されているため）
を充当しつつも、その余は基本的には氏子各位及び近隣業
者からの寄附によって賄い、更に寄附金が予定額に達しな
かった場合は金融機関からの借入も已むなしとの結論に達
しました。

つきましては、氏子各位には出費ご多端のところ大変恐
縮に存じますが、何卒事情ご賢察いただき、拝殿床下修理
費用へのご協力に、ご理解ご協力を賜りますようお願いを
申し上げます。

尚、今後各行政区へ説明の上ご理解を賜って参りますと
ともに、回覧等で正式にご依頼申し上げたく、何卒ご承知
置き願います。

ホームページ https://mitakejinja.com

令和８年祈年祭並びに火防祭斎行
満開の桜が境内を彩る４月１２日（日）に、祈年祭並びに火防祭が執り行われ、五穀豊穣と火防が祈願さ
れたほか、火の用心札並びに消防車両の清祓いが行われました。

今年も美味しいお米や野菜が沢山収穫できるよう、また地域で火災が発生しないよう、参列者には玉串
をお供えの上ご拝礼戴きました。

昨今、消防団への加入者が少ないそうです。地域の防災及び火災発生時の消火活動には、消防団の力
が欠かせません。この場を借りて消防団へのご理解とご協力をお願い申し上げます。どんと祭斎行

去る１月１５日にどんと祭を行いました。どんと
祭は旧年中に皆さまがご加護いただいたお札
やお守りをお清めの上お焚き上げする神事で、
ご神火にあたることで一年の無病息災・家内安
全を祈願するお祭ですので、来年は是非参列し
てみて下さい。

今年も美しく咲いた境内の桜
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一、花手水用お花 花巻市上根子 平賀美智子様
Q

阿部造園様より

伊勢神宮の杉の苗木奉納

夜桜 ライトアップ

「季節のご朱印」１２ヶ月収
集に伴う正式参拝について

此度、阿部造園代表の阿部太さんより
伊勢神宮の杉の苗木が奉納されました。
この苗木は、太さんのご夫人が伊勢神宮
で行われる造園感謝祭に５年続けて参列
したことにより、伊勢神宮から贈られた
ものだそうです。

この貴重な苗木は、参道石鳥居付近に植
樹しております。皆さまにとって伊勢神
宮がより身近に感じられれば幸いです。

裏面：汎用パターン

お神札・神棚Q&A
Q お神札は、ずっとおまつりしていてもいいのですか？

A 年末の大掃除の際、神棚も綺麗にして新しいお神札をおまつりし、神さまの若々しいお力によるご加護を戴い
て、新年も無事に過ごせることをお祈りします。古いお神札は一年間お守り戴いたことに感謝して、神社にお礼
参りをしてお返しします。

季 節 の ご 朱 印
ご好評を戴いております「季節のご朱印」。５月は旬の食べ物
「苺」、６月は梅雨に因んだ「雨上がりの虹」です。

日本の文化や伝統行事、食べ物や風景をあしらった、季節が感
じられるご朱印ですので、参拝の際に是非拝受をお申し出下さ
い。 ５月 ６月

運
行
安
全
祈
願
斎
行

四
月
十
七
日
、
旧
Ｊ
Ａ
宮
野
目
支
店
米
倉
庫
に
お
い
て
、

主
催
者
で
あ
る
ア
グ
リ
ラ
イ
ズ
宮
野
目
様
（
代
表
農
薬

散
布
用
の
無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
と
草
刈
用
ト
ラ
ク
タ
ー

の
運
行
安
全
祈
願
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

取
締
役
社
長

阿
部
実
様
）
、
花
巻
農
業
協
同
組
合

様
、
宮
野
目
無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
協
議
会
様
、
宮
野
目

地
区
農
家
組
合
協
議
会
様
、
宮
野
目
地
区
生
産
組

織
協
議
会
様
の
関
係
者
約
三
十
人
が
参
列
し
て
、
水

稲
栽
培
に
お
け
る
品
質
・収
量
の
安
定
確
保
の
た
め
に

事
故
な
く
作
業
が
進
め
ら
れ
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

尚
、
昨
年
十
一
月
八
日
に
埼
玉
県
熊
谷
市
で
行
わ

れ
た
、
第
三
十
三
回
全
国
産
業
用
無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

飛
行
競
技
大
会
に
お
け
る
対
面
飛
行
の
部
で
、
ア
グ
リ

ラ
イ
ズ
宮
野
目
の
大
菅
智
和
さ
ん
・阿
部
巧
さ
ん
ペ
ア

が
部
門
全
体
三
位
と
な
る
全
国
農
林
航
空
事
業
推
進

協
議
会
長
賞
を
受
賞
さ
れ
て
お
り
、
心
よ
り
お
祝
い
を

申
し
上
げ
ま
す
。

スライド 1

スライド 1

６月２８日は夏越大祓い

令和８年ももうすぐ半年になろうとしています。こ
の半年間の心身の穢（けがれ）、罪や過ちを祓
い清める神事を「夏越大祓」（なごしおおはらい）
と言い、三嶽神社では毎年６月の最終日曜日
の１０時から行っています。

社殿前にご参集の方々もお祓い致しますので、
是非神社にお越し戴き、心身ともに清らかな気
持ちで残りの半年をお過ごし戴ければ幸いです。

無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

草
刈
用
ト
ラ
ク
タ
ー

Q 身内に不幸がありました。神棚はそのままでいいのでしょうか？

A 故人のお弔いに専念するために、普段の神棚のおまつりは一旦止めて、神棚の前に半紙を貼ります。期間は一
般的に五十日が過ぎたら忌明けとし、神棚のおまつりを再開します。

Q お神札とお守りの違いって何ですか?

A お神札は、家庭や会社の神棚におまつりし、一家や会社の安泰を願い、おまいりすることで、神さまにお守り
いただきます。一方、お守りは、個人が常に身に着けることで、交通安全や学業成就といった様々な種類のご加
護を受けられます。

Q 神棚の上に「雲」
と書いた紙を貼ってい
ることがありますが、
これは何を意味します
か?

A 二階建ての家の一
階に神棚を設けた場合、
尊い神さまをおまつり
した神棚の上を、階上
の人がやむを得ず踏む
場合があります。しか
し、神さまに畏れ多い
ということから、
「雲」や「天」と書い
た紙を貼って、神棚よ
り上は雲上であって、
他には何もないことを
意味します。

農薬用無人ヘリコプター・草刈用
トラクター運行安全祈願奉仕

「季節のご朱印」を１
２ヶ月拝受すると、社殿
にて正式参拝を行なえる
のですが、本年３月以降
１２ヶ月拝受を達成され
た方が続々と正式参拝を
行っています。

１２ヶ月拝受ののち、
正式参拝を行われる方は、
予め電話又はメールにて
日程のご予約をお願いし
ます。

４月１７日、旧ＪＡ宮野
目支店米倉庫において、農
薬散布用無人ヘリコプター
と草刈用トラクターの運行
安全祈願が執り行われ、主
催者であるアグリライズ宮
野目代表取締役社長の阿部
実様をはじめ農業関係者約
３０名が運行の安全と五穀
豊穣を祈願しました。

桜は春を象徴する花として日本人に最
も親しまれており、三嶽神社境内の桜も見
事な花を咲かせました。

この桜を夜間でもご覧戴けるよう、今年
もライトアップを行いました。

因みに桜という言葉には、田の神を表
す「サ」と神が座る場所を表す「クラ」が
合わさったものとする説もあるそうです。


	スライド 1
	スライド 2

